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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ど
う
も
、
悪
魔
で
す
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
９
１
８
Ｕ

【
作
者
名
】

　
タ
ナ
ト
ス
の
鎌

【
あ
ら
す
じ
】

　
私
は
　
李
白
　
杜
。
２
０
１
１
年
７
月
某
日
に
、
死
ん
だ
。
　

「
お
前
悪
魔
な
。
」
「
は
？
」

不
幸
な
偶
然
、
愉
快
な
運
命
。

悪
魔
に
な
っ
た
杜
さ
ん
は
、
今
日
も
せ
っ
せ
と
不
幸
を
は
こ
ぶ
！
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犠
牲
者
０
人
目
　
「
ど
う
し
て
悪
魔
に
な
っ
た
の
か
」

私
は
　
李
白
　
杜
。
２
０
１
１
年
７
月
某
日
に
、
死
ん
だ
。
　

で
、
今
あ
の
世
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
に
い
て
、
目
の
前
に
え
ら
そ
う
な
男
が
い
る
。

「
お
前
悪
魔
な
。
」

は
？

「
だ
っ
て
お
前
、
自
殺
し
た
じ
ゃ
ん
。
」

た
し
か
に
私
の
死
は
意
図
的
（
屋
上
か
ら
の
転
落
死
）
だ
が
、

「
何
で
そ
れ
だ
け
で
悪
魔
決
定
？
っ
て
い
う
か
あ
ん
た
誰
？
」

「
神
だ
。
」

「
お
ぉ
、
あ
な
た
が
伝
説
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
、
」

「
ち
が
う
。
」

　
冗
談
だ
よ
。

「
お
前
は
自
殺
し
た
。
し
か
も
運
が
悪
い
こ
と
に
お
前
死
ん
だ
日
、
一
人
の
悪

魔
が
死
ん
だ
。
お
前
は
そ
の
代
わ
り
に
、
悪
魔
と
し
て
生
き
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
」

な
に
そ
の
規
則
。

「
こ
れ
を
渡
し
て
お
こ
う
。
」

突
然
、
目
の
前
に
現
れ
た
の
は
、

真
っ
黒
な
ロ
ー
ブ
と
、
細
長
い
手
帳
。

ロ
ー
ブ
の
金
具
と
手
帳
の
表
紙
に
は
、
ハ
ー
ト
と
悪
魔
の
羽
の
マ
ー
ク
。

「
そ
の
手
帳
は
悪
魔
帳
、
不
幸
に
し
た
も
の
の
名
が
刻
ま
れ
る
。
そ
れ
が
一
杯

に
な
っ
た
ら
、
御
役
御
免
だ
。
ち
み
に
、
２
回
世
界
を
滅
ぼ
さ
な
い
と
い
け
な
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い
ぐ
ら
い
の
枚
数
あ
る
か
ら
な
。
」

鬼
だ
。
こ
い
つ
。

「
本
人
の
価
値
観
で
刻
ま
れ
る
か
ら
。
１
人
幸
福
に
す
る
と
、
古
い
方
か
ら
一

人
分
名
前
が
消
え
る
ぞ
。
」

「
さ
あ
、
開
け
ろ
。
」

目
の
前
に
扉
が
数
枚
現
れ
る
。

ロ
ー
ブ
を
着
て
、
一
枚
の
扉
に
手
を
か
け
た
。

「
行
っ
て
こ
い
。
マ
ル
ム
。
」

こ
う
し
て
私
は
悪
魔
に
な
っ
た
。
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被
害
者
１
人
目
　
「
扉
を
開
け
る
と
」

扉
を
開
け
る
と
、
人
が
死
ん
で
た
。

心
臓
の
音
、
ナ
シ
。

瞳
孔
、
開
い
て
る
。

脈
拍
数
、
ゼ
ロ
。

第
一
村
人
、
死
体
。
ｗ
ｗ
ｗ

不
幸
に
し
よ
う
が
な
い
。
ｗ
ｗ
ｗ

っ
て
か
、
本
当
に
ど
う
し
よ
う
。

前
途
多
難
す
ぎ
る
。

「
う
っ
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
！
！
」

ん
？

振
り
向
く
と
、
第
二
村
人
発
見
ｗ
ｗ
ｗ

何
で
驚
い
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、

予
想
：
?
私
が
黒
い
ロ
ー
ブ
着
て
て
、
背
中
に
コ
ウ
モ
リ
の
羽
が
あ
る
か
ら
。

（
つ
ま
り
悪
魔
だ
か
ら
。
）

　
　
　
?
第
一
村
人
（
い
い
加
減
こ
の
ノ
リ
や
め
よ
う
。
）
が
死
ん
で
る
か
ら
。

　
　
　
?
自
分
が
殺
さ
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
。

さ
あ
、
ど
れ
？

「
あ
、
悪
魔
！
！
」

?
か
、
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「
し
、
死
ん
で
る
！
！
！
」

あ
あ
、
?
＋
?
ね
。

「
こ
、
殺
さ
れ
る
！
！
！
！
！
！
！
！
」

お
お
、
ま
さ
か
の
?
＋
?
＋
?
！

ス
ゲ
ー
な
、
こ
い
つ
。

「
い
や
、
こ
の
場
合
、
?
⇒
?
⇒
?
だ
ろ
う
。
」

誰
だ
、
心
を
読
ん
だ
上
に
的
確
な
ツ
ッ
コ
ミ
ま
で
入
れ
た
の
は
、

「
俺
だ
。
」

も
っ
か
い
振
り
向
く
、
と
、
そ
こ
に
は
１
ｍ
ほ
ど
も
あ
る
大
き
な
カ
ラ
ス
が
い

る
。

羽
は
一
本
一
本
が
つ
や
や
か
で
、
と
て
も
美
し
い
。

（
村
人
?
は
死
亡
中
な
う
。
ｗ
ｗ
ｗ

　
村
人
?
は
気
絶
中
な
う
。
ｗ
ｗ
ｗ
）

「
そ
れ
よ
り
、
悪
魔
帳
を
見
ろ
、
」

カ
ラ
ス
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に
見
る
と
、
薄
い
字
で
、
『
カ
サ
ル
・
ケ
ー
マ
ー
』

と
あ
る
。

「
そ
い
つ
の
名
前
だ
。
」

と
、
村
人
?
を
指
す
。

「
も
う
ひ
と
押
し
で
、
こ
い
つ
は
不
幸
に
な
る
。
」

「
ど
う
す
る
の
？
」

「
ま
あ
見
て
ろ
、
」

カ
ラ
ス
は
バ
ッ
サ
バ
ッ
サ
と
村
人
?
に
近
づ
く
。

「
Ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
 

ｔ
ｏ
ｔ
ｅ
 

Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
 

ｌ
?
ｓ
ｃ
ｈ
ｔ
 

Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
；

 　
ｚ
ｕ
 

ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
 

Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ａ
ｎ
ｇ
ｓ
ｔ
 

ｕ
ｎ
ｄ
 

ｅ
ｉ

ｎ
ｅ
ｒ
 

Ｖ
ｅ
ｒ
ｚ
ｗ
ｅ
ｉ
ｆ
ｌ
ｕ
ｎ
ｇ
！
」
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す
る
と
村
人
?
は
、
起
き
上
が
り
、

ち
ょ
う
ど
目
を
覚
ま
し
た
村
人
?
を
、

追
い
か
け
始
め
た
。

「
ヒ
イ
イ
イ
イ
イ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」

叫
び
な
が
ら
村
人
?
は
去
っ
て
い
っ
た
。

走
る
村
人
?
と
と
も
に
・
・
・
・
・
・

「
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
。
」

カ
ラ
ス
が
笑
う
。

「
あ
は
は
は
は
は
は
は
は
。
」

つ
ら
れ
て
私
も
笑
っ
た
。

「
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
」

「
あ
は
は
は
は
は
は
は
は
は
」

い
つ
ま
で
も
笑
っ
て
い
た
。
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被
害
者
１
人
目
　
「
扉
を
開
け
る
と
」
（
後
書
き
）

悪
魔
だ
、
こ
い
つ
ら
。

文
中
の
海
外
語
文
は
、
ド
イ
ツ
語
で
す
。

「
死
者
よ
、
生
け
し
者
に
恐
怖
と
絶
望
を
！
」

み
た
い
な
内
容
で
す
。
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犠
牲
者
２
人
目
　
「
ま
ず
は
自
己
紹
介
」
（
前
書
き
）

主
要
キ
ャ
ラ
の
名
前
を
変
更
し
ま
し
た
。

本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
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犠
牲
者
２
人
目
　
「
ま
ず
は
自
己
紹
介
」

「
で
、
結
局
お
前
誰
な
ん
だ
よ
。
」

私
は
カ
ラ
ス
に
言
う
、

彼
（
？
）
は
、
深
紅
の
瞳
を
キ
ョ
ロ
リ
と
ま
わ
し
て
か
ら
言
っ
た
。

「
俺
は
グ
リ
ー
ド
。
」

「
私
は
・
・
・
・
・
・
・
」

「
知
っ
て
い
る
。
マ
ル
ム
、
だ
ろ
う
。
つ
い
こ
の
間
悪
魔
に
な
っ
た
。
」

私
は
頷
い
た
。

「
俺
は
お
前
の
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
。
し
ば
ら
く
一
緒
に
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
」

よ
ろ
し
く
。
と
、
グ
リ
ー
ド
は
言
っ
た
。

私
も
、
よ
ろ
し
く
。
と
、
言
っ
た
。

人
間
相
手
な
ら
握
手
で
も
す
る
ん
だ
ろ
う
が
、
相
手
は
カ
ラ
ス
だ
し
ｗ
ｗ
ｗ

「
こ
こ
の
世
界
は
一
言
で
言
う
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
だ
。
」

グ
リ
ー
ド
が
言
う
に
は
、
こ
こ
は
魔
法
あ
り
、
モ
ン
ス
タ
ー
あ
り
、
魔
王
も
あ

り
の
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
世
界
ら
し
い
。

「
あ
る
程
度
の
人
数
を
不
幸
に
出
来
た
ら
、
別
な
世
界
に
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

」そ
れ
ま
で
は
チ
マ
チ
マ
不
幸
集
め
だ
。
と
、
言
わ
れ
た
。

「
と
り
あ
え
ず
街
に
降
り
よ
う
。
」

「
ち
ょ
っ
タ
ン
マ
。
」

「
ん
？
」

「
し
ゃ
べ
る
カ
ラ
ス
と
一
緒
に
い
た
ら
、
目
立
ち
す
ぎ
る
よ
！
」
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「
あ
あ
、
そ
う
か
。
」

そ
う
言
う
と
、
何
か
ブ
ツ
ブ
ツ
と
呪
文
を
唱
え
た
。

す
る
と
、
そ
こ
に
は
・
・
・
・
・
・
。

真
っ
黒
な
髪
に
、
私
と
同
じ
ロ
ー
ブ
を
着
た
、

真
紅
の
瞳
の
美
青
年
が
立
っ
て
い
た
。

「
こ
れ
で
い
い
か
。
」

ぼ
ー
っ
と
見
て
い
た
私
に
グ
リ
ー
ド
は
言
っ
た
。

う
ん
う
ん
。
と
頷
く
私
に
、
そ
う
か
。
と
、
グ
リ
ー
ド
は
進
み
始
め
た
。

し
か
し
ハ
ン
サ
ム
だ
な
ー
。

と
、
思
い
つ
つ
、

私
た
ち
は
山
道
を
下
っ
て
い
っ
た
。
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犠
牲
者
２
人
目
　
「
ま
ず
は
自
己
紹
介
」
（
後
書
き
）

 
カ
ラ
ス
の
名
前
が
判
明
。
（
笑
）

察
し
の
言
い
方
は
、

「
フ
ラ
グ
立
っ
た
！
」

と
お
思
い
で
し
ょ
う
が
、
残
念
な
が
ら
恋
愛
系
に
は
行
き
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
作
者
が
嫌
い
だ
か
ら
。
（
笑
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

どうも、悪魔です。
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